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国分秀也の「ゼロから学ぶオピオイド」  連載をフォロー

オピオイドの過量投与を考える
2019/11/13

 癌  オピオイド 過量投与

 印刷

 ⽶国オクラホマ州地⽅裁判所は、2019年8⽉26⽇、鎮痛薬であるオピオイド処⽅を巡
り、⽶製薬⼤⼿ジョンソン・エンド・ジョンソン（Ｊ＆Ｊ）に5億7200万ドル（約606億
円）の制裁⾦を⽀払うように命じた。⽇本ではヤンセンファーマがこのグループに属す
る。この背景には、オピオイドの過剰投与による死亡例の増加があり（図1）、⽶⾷品医
薬品局（FDA）においても、対策が講じられている。

図1 ⽶国におけるオピオイドの処⽅と過剰摂取による死亡者数
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 オピオイドは、適正に使⽤していれば⾮常に安全な薬である。私も数百例ものオピオイ
ドを使⽤している患者をみてきたが、オピオイドによる死亡例は1件もない。しかし、ま
れに呼吸抑制を起こす症例があり、⼊院中であればすぐに医師が対応するため問題ない
が、在宅などですぐに対応できない場合、死亡に⾄る可能性がある。

 ⽇本では、⽶国と異なりオピオイド鎮痛薬の処⽅量が少なく、癌疼痛患者に対して⼗分
なオピオイド鎮痛薬が投与されていない（表1）。しかし、⽇本でも適正に使⽤されなけ
れば、呼吸抑制を起こし、放置すれば死亡することがある。

表1 各国のオピオイド使⽤量（オピオイド適正⽤量を100％と
した時の割合）

 事実、フェンタニルパッチによる死亡例は報告されており（Am J Forensic Med
Pathol.2010;31:18-21.、ヤンセンファーマのウェブサイトにも掲載）、⽇本でのフェン
タニルパッチでの呼吸抑制症例も報告されている（ペインクリニック 2010;31:353-
8.）。また、⽇本の医薬品副作⽤データベースを集計した研究において、オピオイドは他
の薬剤よりも有意に呼吸抑制を引き起こすことが確認され、特にフェンタニルは、その頻
度が⼀番多かった（表2）。

表2 癌患者におけるオピオイドによる呼吸抑制の報告数とオッ
ズ⽐
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 また、若年者に⽐べ⾼齢者では、モルヒネおよびフェンタニルで有意に呼吸抑制を発現
することが確認された。さらに、呼吸抑制が発現する時期は、投与開始して10⽇⽬まで
が⼀番多かった(Biol Pharm Bull.2019;42:1185-91.)。同様のデータベースを⽤いた研究
では、オピオイドによる死亡率はフェンタニルが⼀番⾼く（図2）、その原因として呼吸
抑制が挙げられている（Biol Pharm Bull.2019;42:801-6.）。また、Lindsay Mらは、重
篤な呼吸抑制の発現は、フェンタニルにおいて他のオピオイドよりもリスクが⾼いと報告
している（Addiction.2018;113:59-66.）。

図2 各オピオイドにおける年間の死亡割合

 ⽇本では、多くの癌疼痛患者に⼗分なオピオイド量が投与されていない現状にある。し
かし、オピオイド量をただ増やすのではなく、個々の患者に合わせたオピオイドの使い⽅
を⾏い、オピオイドの注意点を患者にしっかり説明し、適正に使⽤してもらうことが重要
であると思われる。
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薬剤部課⻑補佐、緩和ケアチーム専任薬剤師などを経て、2017年4⽉から現
職。薬学博⼠。⽇本医療薬学会認定がん指導薬剤師。⽇本緩和医療薬学会評議
員、⼀般社団法⼈「がんの痛みと症状緩和に関する多施設共同臨床研究会
（SCORE-G）」監事などを務める。

連載の紹介

国分秀也の「ゼロから学ぶオピオイド」

ここ数年、新たな成分や剤形のオピオイド鎮痛薬が登場し、癌性疼痛に対する緩和ケアや慢性疼痛の
治療に広く⽤いられるようになってきました。薬剤師として知っておくべきオピオイド鎮痛薬の基本
的な使い⽅や、注意すべき薬物相互作⽤、薬物動態の特性を考慮した患者指導のポイントなどを解説
します。
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